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た。対象は広島大学病院で 2001年から 2013年 6月までに RFAを施行した肝癌 401例のう
ち、①腫瘍径 3cm 以下、腫瘍数 3 個以内、②肝外転移や脈管侵襲なし、③Child-Pugh A
もしくは B、の条件を満たした初発小肝細胞癌 139例（初発群）および初発肝細胞癌根治
治療後の初回再発小肝細胞癌 72例（初回再発群）である。RFAは Cool-tip RFA システム
を用い、超音波ガイド下に焼灼した。焼灼範囲は 5mmの marginを確保することとし、CT MPR




中央値 69歳、腫瘍径中央値 17mm，腫瘍数 単発 111/多発 28例、Child-Pugh A118/B21例；







Child-Pugh A、ICG-R 15%未満、腫瘍数単発の因子が抽出された。 






再発群の中で全生存率に寄与する因子として、年齢 70歳未満、Child-Pugh A、ICG-R 15%
未満、腫瘍径 20mm 以下、腫瘍数 単発、初発癌根治治療から初回再発までの期間 2 年以
降（後期再発群）という因子が抽出された。初回再発癌に対する RFAにおいては、腫瘍因
子や肝予備能の因子に加えて、初発癌根治治療から再発までの期間が予後因子になること
が示された。 
以上の結果から、本論文は初回再発小肝細胞癌に対する RFAの治療効果および安全性を
明らかにした点で高く評価される。よって審査委員会委員全員は、本論文が著者に博士（医
学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
